
 

 

 

 

 

 

横浜市立鴨居小学校 校長              角皆 裕文 

この度は「鴨居福祉まつり」の開催、おめでとうござ

います。当日はどこまでも澄み渡る青空のもと、校庭や

体育館に展開されたブースの中に、たくさんの笑顔があ

ふれていたのが印象的でした。今年度 4 月に着任して

これまで、鴨居地区の地域の皆さんのつながりには感心

させられるばかりでしたが、「福祉まつり」への参加者

の多様さを見ると、まさにみなさんが目指す「共生社会」

の一端がうかがえるようでした。 

従来、子ども達の「学び舎」としてスタートした近代

の学校ですが、近年は子どもが安心して過ごすことがで

きる“居場所”として、さらには子ども達や保護者のみ

なさんの困りごとに対し、関係機関とおつなぎする“ハ

ブ”として、福祉的な役割も求められています。 

これからも、子ども達が地域の多様な方たちと関わ

り、互いに理解、尊重し合える共生社会の担い手とな

れるよう、豊かな学びの場を提供してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口笛演奏（緑区総務部税務課長）  海老原 雅司 

このたびは鴨居福祉まつりにお呼びいただき、あ

りがとうございました。他の地域では「福祉まつり」

という名前自体あまり聞かないので、どんなお祭り

かなと楽しみにしていましたが、子どもたちからご

高齢の方まで、そして地域の福祉活動の団体の皆様

と、数多くの参加者にびっくり！日ごろから皆様が

鴨居地区の福祉に、そして地域を支えるために熱心

に取り組まれていることを実感しました。 

 そんな温かい雰囲気の中で、ステージ前の席のお

客様だけでなく、フロア周りの各団体の皆様も手拍

子や身振りで応援していただき、とても気持ちよく

演奏させていただきました。 

 福祉まつりが今後も末永く続くことを願うととも

に、いつかまたお会いできることを楽しみにしてい

ます。 
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 第２４回 鴨居福祉まつり特集号 

おまつり風景  楽しもう、つながろう、笑顔とともに！ 



 消費生活推進員 代表             齋藤 裕子 

今年もお天気に恵まれ気分上々。たくさんの方々

が福祉まつりに来てくださり感謝です。 

 消費生活推進員では保冷剤を使った芳香剤作りの

ブースを出店しました。小さなお子様から大人の方

までオリジナルの芳香剤をお友達同士、楽しみなが

ら作っていたのが印象に残っています。 

 福祉まつりに向けてソーラン節やダンスを練習し

てくれた子供達の演舞を見て私達も元気をもらいま

した。 

 シニア世代の消費生活推進員と若い世代が交流で

きる福祉まつりはとても貴重で良い時間になりまし

た。 

 「楽しもう！つながろう！顔の見える関係」のテ

ーマにも沿えたと思います。 

 福祉まつりを盛り上げてくださった参加者の皆

様，それに参加できた事､自治会関係者の皆様に感

謝申し上げます｡ 

 最後に 消費生活推進員は鴨居地域でトラブルな

どに関する啓発活動を行っています。何かトラブル

に巻き込まれたりお困りの際は家族，消費者ホット

ライン（局番なし 188）に相談しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

緑・鴨居学童クラブ 保護者会会長     楠田 美穂 

 緑・鴨居学童クラブは、鴨居駅から徒歩５分のところ

にある、保護者会が運営をしている学童クラブです。今

回は、私たちの学童クラブの良さを地域の皆様にお伝

えし、来年度の入所児童募集を行うために、参加させて

いただきました。 

 ブース準備の段階では、以前お子さんが当学童クラ

ブに入所されていた方々から声をかけていただき、児

童の活動や部屋の写真をご覧になって、懐かしいとお

っしゃってくださる方もいらっしゃいました。昔から

地域に愛されている学童クラブであることを、私たち

も知ることができ、大変うれしかったです。 

 福祉まつり開始早々、多くの方に足を止めていただ

きました。学童クラブ児童が作成したアイロンビーズ

作品を、未就学のお子さんに無料で配布したところ、小

さなお子さんたちから大変喜ばれました。保護者の皆

様にも、学童クラブのアットホームな雰囲気や、さまざ

まなイベントがあることなどを伝えることができ、充

実した時間になりました。 

 今後も地域に根差した学童クラブで居続けられるよ

う、そして、緑・鴨居地域の子どもたちが楽しく、心か

ら安心できる居場所だと思えるよう、運営をしていき

たいと思います。 
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編集後記 今年度の福祉まつりは、昨年度に引き続きの「フルスペック開催」、昨年度を越える近年最大級の来場者で賑わ

いました。小さなお子様連れなどのより幅広い層の参加を頂け、まさに笑顔でつながる場、そんなおまつりになった、との

声を頂戴しました。これは、開催に当たりご協力を賜わりました鴨居小学校をはじめ行政、各種団体や多くの地域の方々の

お陰であり、感謝申し上げます。今後もよろしくお願いいたします！ 

福祉川柳投票結果と参加団体よりのコメント抜粋 
 

福祉川柳投票結果（来場者投票による結果） 
１位 「忙しさ その３割は 探しもの」     1６票  徳永 忠次 
２位 「九十歳 元気の秘訣を 医者が聞く」   ９票 狩野 陽二 
３位 「昭和歌謡 聞いて人生 ふり返る」   ７票 佐藤 チヨ子 
３位 「円満の 秘訣は会話を しないこと」   ７票 庄司 登志子 
参加団体よりのコメント抜粋 
「来場者、子供が多かった。親子参加多く素晴らしい」「舞台(口笛・お囃子)が楽しく盛り上がった」 
「売り切れ早かった(特に屋外)」「飲み物販売がわかりづらかった」（←改善検討します） 
 

風船のハムちゃん 
 東本郷在住 端村 良幸さんはお弟子さん 2名とともに、 
風船アートでご参加いただきました。このコーナーは大人気 
となり、開催時間の間ずっと子供たちの列が途切れる事が 
なく、多くの笑顔に出会えました。本当にお疲れさまでした。 


